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●今月の主な内容
総合計画後期基本計画決定   2 ～ 5
保育園の食育活動   6 ～ 7
市展・総合文化展入賞者紹介   8 
10・23のつどいが開催されました   10
除雪援助   14 ～ 15
お知らせ   16 ～ 19

　10月31日㈰、健康センターで「おやこの食育
教室」が行われました。
　参加者は食生活についての学習をした後、市食
生活改善推進委員の指導で、調理実習を行いまし
た。この日は、「デコレーションずし」や「ゆらゆ
らわかめのすまし汁」など4品を2班に分かれて作
りました。参加したみなさんは、和やかな雰囲気
の中、楽しそうに調理していました。

お母さん、これでいいかな？
～おやこの食育教室～



平
成
23
年
度
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

「
第
四
次
小
千
谷
市
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
」
決
定

　
「
第
四
次
小
千
谷
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
が
10
月
26
日
㈫
に
開
催

の
小
千
谷
市
総
合
計
画
審
議
会
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
田
村
圭
子
会

長
（
新
潟
大
学
教
授
）
か
ら
市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
決
定
し
た
計
画
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
小
千
谷
市
総
合
計
画
と
は

　

小
千
谷
市
の
行
政
運
営
に
と
っ
て
最
上
位
計

画
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
小
千

谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
方
向
や
将
来
像

を
示
す
も
の
で
す
。

　

平
成
18
年
度
〜
平
成
27
年
度
の
10
か
年
を
計

画
期
間
と
す
る
第
四
次
小
千
谷
市
総
合
計
画
の

構
成
は
次
ペ
ー
ジ
の
図
の
と
お
り
で
す
。

　

市
政
各
分
野
の
行
政
施
策
に
お
け
る
個
別
計

画
は
、
こ
の
総
合
計
画
の
方
針
を
基
本
と
し
て

策
定
し
ま
す
。

◆
後
期
基
本
計
画
と
は

　

総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
示
さ
れ
た
施
策
の

大
綱
に
基
づ
く
施
策
の
体
系
と
、
そ
の
内
容
を

具
体
的
に
示
し
た
計
画
で
す
。

　

第
四
次
小
千
谷
市
総
合
計
画
の
計
画
期
間
の

う
ち
、
平
成
18
年
度
〜
平
成
22
年
度
ま
で
の
5

か
年
を
前
期
基
本
計
画
と
し
、
平
成
23
年
度
〜

平
成
27
年
度
ま
で
の
5
か
年
に
つ
い
て
、今
回
、

後
期
基
本
計
画
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　

後
期
基
本
計
画
で
は
、
第
四
次
総
合
計
画
の

基
本
構
想
に
基
づ
く
都
市
像
「
創
造
、
伝
統
、

自
然
が
織
り
な
す
誇
り
あ
る
ま
ち　

お
ぢ
や
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
6
つ
を
基
本
目
標

と
し
て
掲
げ
、
目
標
ご
と
に
具
体
的
な
方
針
を

定
め
て
い
ま
す
。

○
第
１「
人
を
育
み
文
化
の
香
る
ま
ち
」

　
（
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
）

○
第
２「
安
全
で
快
適
な
美
し
い
環
境
の
ま
ち
」

　
（
環
境
、
防
災
、
交
通
安
全
）

○
第
３「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

　
（
福
祉
、
健
康
、
医
療
）

○
第
４「
活
気
に
満
ち
た
産
業
の
ま
ち
」

　
（
産
業
、
経
済
）

○
第
５「
豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
」

　
（
都
市
基
盤
）

○
第
６「
人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」

　
（
交
流
、
市
民
参
加
）

◆
後
期
基
本
計
画
策
定
の
経
過

　

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
平
成

21
年
10
月
1
日
に
公
募
を
含
む
15
人
の
民
間
委

員
で
構
成
さ
れ
る
総
合
計
画
審
議
会
に
諮
問
さ

れ
ま
し
た
。
総
合
計
画
審
議
会
で
は
約
1
年
間

を
か
け
て
審
議
を
行
い
、
社
会
情
勢
の
動
向
や

市
民
意
向
調
査
の
結
果
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
反
映
さ
せ
て
、
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め

て
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

市長へ答申する田村圭子審議会会長

―　2
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総合計画

小千谷市総合計画の構成

基　本　理　念
「市民のねがい」（昭和55年3月1日制定）

都　　市　　像
「創造、伝統、自然が織りなす誇りあるまち　おぢや」

基　本　目　標

基本目標1基本目標6 基本目標5 基本目標4 基本目標3 基本目標2

人
を
育
み
文
化
の
香
る
ま
ち

（
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
）

人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち

（
交
流
、
市
民
参
加
）

豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
ま

ち
（
都
市
基
盤
）

活
気
に
満
ち
た
産
業
の
ま
ち

（
産
業
、
経
済
）

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

（
福
祉
、
健
康
、
医
療
）

安
全
で
快
適
な
美
し
い
環
境
の
ま

ち
（
環
境
、
防
災
、
交
通
安
全
）

計
画
推
進
の
た
め
に

1
学
校
教
育
の
充
実

2
生
涯
学
習
の
推
進

3
文
化
の
振
興

4
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

1
安
全
な
市
民
生
活
の
確
保

2
豊
か
な
生
活
環
境
の
整
備

3
快
適
な
雪
国
生
活
の
推
進

1
商
業
振
興

2
工
業
振
興

3
農
林
水
産
業
の
振
興

4
就
業
機
会
の
確
保

5
農
村
都
市
共
生
の
推
進

1
支
え
あ
う
福
祉
社
会
づ
く
り

2
健
康
づ
く
り
の
推
進

3
医
療
体
制
の
充
実

1
う
る
お
い
の
あ
る
都
市
空
間
の
創
出

2
道
路
交
通
網
の
整
備

3
都
市
ガ
ス
、
上
・
下
水
道
の
安
定
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

4
地
域
情
報
化
の
推
進

5
土
地
利
用
の
推
進

1
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

2
地
域
活
動
と
社
会
参
加

3
魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
整
備
と
誘
客
の
推
進

1
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

2
効
果
的
な
広
域
行
政
の
推
進

3
少
子
高
齢
化
対
策
の
推
進

4
男
女
共
同
参
画
の
推
進

基 本 構 想（平成18年度～ 27年度）

後期基本計画（平成23年度～ 27年度）

現 状 と 課 題

施 策 の 基 本 方 針

主 要 事 業
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分野別基本方針と施策
第四次小千谷市総合計画 後期基本計画

　都市像「創造、伝統、自然が織りなす誇りあるまち　おぢや」を実現するために6つの分
野で基本目標を定め、それぞれ必要な方針と施策を掲げています。　
　＜■＝方針　○＝施策＞

　基本目標1　
　人を育み文化の香るまち
　（教育、文化、スポーツ）

■学校教育の充実
○幼児教育の充実
○小・中学校教育の充実
○高等学校教育等の充実

■生涯学習の推進
○社会教育事業の充実
○人材の育成・活用
○青少年の健全育成

■文化の振興
○文化・芸術の振興
○文化財等の保存と継承

■スポーツ・レクリェーションの振興
○地域スポーツの振興
○体育施設の整備
○レクリェーション活動の環境整備

　基本目標2　
　安全で快適な美しい環境のまち
　（環境、防災、交通安全）

■安全な市民生活の確保
○災害に強いまちづくり
○交通事故と犯罪のないまちづくり

■豊かな生活環境の整備
○自然環境の保全と共生
○廃棄物処理対策の推進

■快適な雪国生活の推進
○冬期間交通の確保
○雪国生活の充実
○雪の資源的活用の促進

　基本目標3　
　健康で安心して暮らせるまち
　（福祉、健康、医療）

■支えあう福祉社会づくり
○子育て支援施策の充実
○障がい者福祉の充実
○生活困窮者への支援
○高齢者福祉の充実
○介護保険制度の推進

■健康づくりの推進
○健康づくり運動の推進
○心の健康づくりの推進

■医療体制の充実
○地域医療体制の充実
○医療基盤の整備促進
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総合計画

　　

　　　

●第四次小千谷市総合計画後期基本
計画（案）のパブリックコメントの
結果について

■募集の期間： 9月25日㈯～ 10月8日㈮　
　までの14日間
■提出件数： 20件
■結果の公表：提出された意見の概要と意見
　に対する考え方については、個人情報を除
　き市のホームページでご覧いただくことが
　できます。

　ご意見をいただいた市民のみなさんに感謝
いたします。ありがとうございました。

　■問い合わせ／
　　企画財政課企画経営係 83-3507

　基本目標4
　活気に満ちた産業のまち
　（産業、経済）

■商業振興
○中心商店街の活性化
○商店街としての機能維持

■工業振興
○基幹産業と伝統産業の育成・強化
○企業立地と人材確保
○独創性・創造性豊かな産業の育成

■農林水産業の振興
○農業生産基盤の整備
○農業経営の強化
○中山間地域農業の振興
○内水面漁業の振興
○森林の整備
○農村集落の機能維持

■就業機会の確保
○就業機会の拡充と人材育成
○少子高齢化に対応した労働環境の整備促進

■農村都市共生の推進
○都市との交流・共生の推進
○地域複合アグリビジネスの構築　

　基本目標5
　豊かな自然環境と共生するまち
　（都市基盤）

■うるおいのある都市空間の創出
○自然と調和した河川整備
○暮らしやすい居住環境の整備

■道路交通網の整備
○道路網の整備
○公共交通体系の充実

■都市ガス、上・下水道の安定サービスの 
　確保
○都市ガスの安定供給
○上水道の安定給水
○下水道施設の維持管理の充実

■地域情報化の推進
○情報・通信技術の活用と電子自治体の推進

■土地利用の推進
○都市計画の推進
○国土調査の推進

　基本目標6
　人と人とがふれあうまち
　（交流、市民参加）

■交流のネットワークの形成
○地域社会の国際化の推進
○都市間・地域間交流の推進

■地域活動と社会参加
○市民との協働の推進
○社会参加活動の推進
○地域力を活かした地域活動の推進

■魅力ある観光資源の整備と誘客の推進
○観光資源の整備と自然とのふれあい
○祭りやイベントの充実と観光客の誘致

　計画推進のために

■効率的な行財政運営の推進
■効果的な広域行政の推進
■少子高齢化対策の推進
■男女共同参画の推進
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■
『
春
夏
秋
冬
』
特
色
あ
る
食
育
活
動

　

各
保
育
園
で
食
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
春
〜
野
菜
の
種
ま
き
や
苗
植
え
、
も
ち
米
の

　
　
　

田
植
え
、
さ
つ
ま
芋
の
苗
植
え
、
じ
ゃ

　
　
　

が
芋
の
植
え
付
け
な
ど　

▽
夏
〜
水
や
り
、
虫
取
り
、
観
察　

▽
秋
〜
野
菜
の
収
穫
体
験
、
稲
刈
り

▽
冬
〜
調
理
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験

■
給
食
の
お
手
伝
い

　

給
食
や
お
や
つ
の
食
材
の
そ
ら
豆
の
サ
ヤ
む

き
や
と
う
も
ろ
こ
し
の
皮
む
き
な
ど
も
子
ど
も

た
ち
か
ら
積
極
的
に
お
手
伝
い
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
食
材
に
触
れ
る
こ
と
で
、
お
い
し
さ
も

一
味
違
う
よ
う
で
食
べ
残
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
性
も
あ
り
、
枝
豆
に
比
べ
る
と
そ
ら
豆

を
食
べ
る
と
い
う
習
慣
は
あ
ま
り
定
着
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
ら
豆
に
は
ビ
タ
ミ
ン
が
た
っ
ぷ

り
で
、
特
に
子
ど
も
の
成
長
促
進
作
用
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
皮
膚
や
髪
の
健
康

保
持
に
欠
か
せ
な
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
2
は
、
未
成

熟
の
そ
ら
豆
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
、
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富

で
す
の
で
、
毎
年
６
月
に
は
そ
ら
豆
を
お
や
つ

と
し
て
出
し
て
い
ま
す
。

■
給
食
は
ビ
タ
ミ
ン
愛
た
っ
ぷ
り
の
安
全
・
安

　

心
を
お
届
け
し
ま
す

　

保
育
園
は
、
一
生
の
味
覚
を
育
て
る
大
切
な

年
齢
の
子
ど
も
た
ち
を
お
預
か
り
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
の
で
、
安
全
・
安
心
を
基
本
と
し
て
、

ハ
ン
バ
ー
グ
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

オ
ム
レ
ツ
、
フ
ラ
イ
、
カ
レ
ー
パ
ン
な
ど
は
調

理
員
の
ビ
タ
ミ
ン
愛
た
っ
ぷ
り
の
手
作
り
給
食

を
出
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
た
ち
が
育
て
た
食
材
は
安

全
・
安
心
で
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
で
す
の
で
、

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
給
食
に
使
用
し
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
で
育
て
、収
穫
し
た
ピ
ー
マ
ン
、

ナ
ス
、
ト
マ
ト
な
ど
は
子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で

食
べ
て
く
れ
ま
す
。

■
情
報
の
発
信

　

献
立
表
や
給
食
だ
よ
り
、
各
保
育
園
か
ら
の

保
健
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
家
庭
に
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
を
迎
え
に
来
た
と
き
に
見

て
関
心
を
高
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
の
日
の

給
食
見
本
を
月
に
数
回
ま
た
は
毎
日
展
示
し
て

い
る
保
育
園
も
あ
り
ま
す
。

楽
し
く
！
お
い
し
く
！

保
育
園
の
食
育
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
〜
す

　

平
成
17
年
に
施
行
さ
れ
た
「
食
育
基
本
法
」
を
も
と
に
、
市
で
は
平
成
21
年
3
月
に
食
育
推
進
計

画
を
策
定
し
、
家
庭
、
保
育
園
、
学
校
、
地
域
な
ど
で
の
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
保
育
園
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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保育園の食育活動

■
地
域
子
育
て
創
生
事
業
の
取
組

　

今
年
度
、
県
の
安
心
子
ど
も
基
金
事
業
に
よ

る
地
域
子
育
て
創
生
事
業
と
し
て
、
保
育
園
で

「
食
育
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
保
育
園
を
地
域
の
核
と
し

て
、地
域
の
方
を
対
象
と
し
た
試
食
会
や
、ホ
ッ

ト
プ
レ
ー
ト
で
作
る
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
、
食
育

講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
に
好
評
の
野
菜
料
理
の
レ
シ
ピ
を
作
成

中
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

■
子
ど
も
の
笑
顔
キ
ラ
キ
ラ
か
が
や
く
食
育
活

　

動
の
様
子

○
そ
ら
豆
の
サ
ヤ
む
き
の
様
子

　国が定める「保育所保育指針」の中の、「健康及び安全」
の章に「食育の推進」が示されています。これに基づき、
市内の保育園ではさまざまな食育活動を行っています。

市
内
の
3
園
・
9
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

新
潟
県
よ
い
歯
の
学
校
・
園
運
動

　

10
月
27
日
㈬
、
平
成
22
年
度
第
52
回
新
潟

県
よ
い
歯
の
学
校
・
園
運
動
の
表
彰
式
が
長

岡
歯
科
医
師
会
館
で
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
は

次
の
学
校
・
園
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

小
千
谷
市
学
校
保
健
会
が
特
別
優
良
学
校
保

健
会
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
む
し
歯
の
少
な
さ
だ
け
で
な
く
、

歯
科
保
健
全
般
に
わ
た
る
審
査
基
準
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

■
表
彰
校
・
園
一
覧

●
優
秀
校
・
園

　

吉
谷
小
学
校

　

小
千
谷
中
学
校

●
優
良
校
・
園

　

北
保
育
園

　

西
保
育
園

　

小
千
谷
幼
稚
園

　

片
貝
小
学
校

　

千
田
小
学
校

　

東
山
小
学
校

　

和
泉
小
学
校

　

千
田
中
学
校

●
努
力
校
・
園

　

川
井
小
学
校

　

岩
沢
小
学
校

●
特
別
優
良
学
校
保
健
会

　

小
千
谷
市
学
校
保
健
会

■
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援

係

83
・
3
5
1
7

■
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
子
育
て
支

援
係

83
・
3
5
1
7

○
と
う
も
ろ
こ
し
の
皮
む
き
の
様
子

○
調
理
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
の
様
子

食育の推進

　保育所における食育は、健康な生活の基本としての「食
を営む力」の育成に向け、その基礎を養うことを目標とし
て、次の事項に留意して実施しなければならない。
1　子どもが生活と遊びの中で、意欲をもって食に関わる
　体験を積み重ね、食べることを楽しみ、食事を楽しみあ
　う子どもに成長していくことを期待するものであること。
2　乳幼児期にふさわしい食生活が展開され、適切な援助
　が行われるよう、食事の提供を含む食育の計画を作成し、
　保育の計画に位置付けるとともに、その評価及び改善に
　努めること。
3　子どもが自らの感覚や体験を通して、自然の恵みとし
　ての食材や調理する人への感謝の気持ちが育つように、
　子どもと調理員との関わりや調理室など食に関わる保育
　環境に配慮すること。
4　体調不良、食物アレルギー、障がいのある子どもの心
　身の状態等に応じ、嘱託医、かかりつけ医等の指示や協
　力のもとに適切に対応すること。栄養士が配置されてい
　る場合は、専門性を活かした対応を図ること。

（「保育所保育指針」より抜粋）
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■
佳
作
／
長
井
洋
子
（
稲
荷
町
）、
大
渕

ミ
ツ
（
冬
井
）

●
写
真
の
部
（
出
展
数
84
）

■
市
長
賞
／
伊
東
孝
（
稲
荷
町
）

■
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
目
﨑
芳
朗

（
上
ノ
山
3
）

■
奨
励
賞
／
川
上
英
樹
（
千
谷
）、
和
田

恒
夫
（
稲
荷
町
）、村
山
栄
一
（
十
日
町
市
）

■
佳
作
／
広
井
隆
（
上
ノ
山
4
）、
樋
熊

フ
サ
子
（
十
日
町
市
）、
桜
井
邦
彦
（
東

栄
1
）、
南
雲
秀
之
（
小
粟
田
）、
大
塚
昇

（
長
岡
市
）、
山
崎
平
八
郎
（
旭
町
）、
和

田
均
（
元
中
子
）

●
工
芸
・
彫
塑
の
部
（
出
展
数
44
）

■
市
長
賞
／
山
本
直
子
（
旭
町
）

■
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
黒
﨑
剛
（
四

之
町
）

■
奨
励
賞
／
佐
藤
一
枝
（
本
町
１
）、
佐

藤
久
子
（
元
中
子
）

■
佳
作
／
内
山
ヨ
シ
イ
（
町
裏
）、
神
林

美
智
子
（
茶
畑
）、山
口
篤
（
一
之
町
一
区
）

総
合
文
化
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

●
菊
花
の
部
（
出
展
数
87
）

■
市
長
賞
／
平
沢
吉
郎
（
三
仏
生
）

■
奨
励
賞
／
内
山
菊
次
（
山
谷
）、
簗
田

利
男
（
桜
町

）

■
教
育
長
賞
／
渡
辺
勇
一
（
千
谷
川
2
）

■
公
民
館
長
賞
／
山
賀
ト
ミ
ヨ（
鴻
巣
町
）

市
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

●
日
本
画
の
部
（
出
展
数
17
）

■
市
長
賞
／
山
本
令
子
（
元
町
）

■
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
瀬
沼
哲
夫

（
船
岡
3
）

■
奨
励
賞
／
横
田
ハ
ル
子
（
平
沢
1
）

■
佳
作
／
渡
部
明
利
（
城
内
4
）

●
水
墨
画
の
部
（
出
展
数
42
）

■
市
長
賞
／
若
井
眞
知
子
（
土
川
2
）

■
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
新
保
正
文

（
千
谷
）

■
奨
励
賞
／
風
間
久
司
（
本
町
1
）、
佐

藤
明
（
桜
町

）

■
佳
作
／
佐
山
英
一
（
稲
場
）、
入
澤
キ

ヨ
シ
（
長
岡
市
）、
吉
澤
敏
子
（
桜
町

）

●
洋
画
・
版
画
の
部
（
出
展
数
35
）

■
市
長
賞
／
増
川
美
一
（
木
津
）

■
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
山
﨑
伸
子

（
上
ノ
山
4
）

■
奨
励
賞
／
渡
部
富
子
（
三
仏
生
）、
小

林
礼
子
（
一
之
町
三
区
）

■
佳
作
／
宮
田
信
子
（
平
沢
1
）、
鈴
木

良
子
（
池
ヶ
原
）

●
書
道
の
部
（
出
展
数
35
）

■
市
長
賞
／
谷
口
陽
子
（
上
ノ
山
4
）

■
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
高
野
俊
英

（
川
井
本
田
）

■
奨
励
賞
／
小
野
塚
ひ
か
る
（
一
之
町
一

区
）、
杵
渕
映
子
（
東
栄
1
）

市展・
総合文化展
　第30回小千谷市美術展・第44回小千谷市
総合文化展が10月31日㈰～ 11月3日㈷まで、
東小千谷体育センター・白寿荘で開催されま
した。

日本画の部／山本令子さん
の作品「初陣」

水墨画の部／若井眞知子さ
んの作品「山門」

洋画・版画の部／増川美一
さんの作品「静物」

写真の部／伊東孝さんの作
品「私の住んでいる町」

工芸・彫塑の部／山本直子さんの作
品「小千谷の早春花」

書道の部／谷口陽子さんの作品「夢のうた」

市展市長賞作品



＜作り方＞
❶　チンゲン菜は葉を1枚ずつはがし、長さ2㎝の斜め
　切りにする。わかめは食べやすい大きさに切る。
❷　卵を割りほぐし、塩を加えて混ぜる。
❸　フライパンに油を熱し、チンゲン菜を入れて炒め、
　油がまわったら、わかめ、しょうゆ、酒、削りガツオ
　を加えて炒め合わせる。　
❹　❸に❷を流し入れ、大きく混ぜ、好みのかたさに火
　を通す。

作ってみてね！この料理

チンゲン菜と卵のおかか炒め

＜材料＞（4人分）
卵   4個
塩   少々
チンゲン菜   4株（400㌘）
わかめ（もどして）   60㌘
しょうゆ   大さじ2
酒   大さじ1
削りガツオ   2袋（6㌘）
油   大さじ2
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■献立・調理／小千谷市食生活改善推進委員

■栄養価（1人分）
▷エネルギー158㌔㌍▷たんぱく質8.9g▷脂質11.4g
▷塩分1.8g

☞今月のワンポイント
　チンゲン菜は秋が旬とされています。アクがなく、煮
崩れしないため、炒め物のほかに、スープや煮込み料理
でも楽しむことができます。

叙勲・緊急支援

高
温
被
害
等
緊
急
対
策
事
業
の　
　

お
知
ら
せ

　

今
夏
の
猛
暑
な
ど
に
よ
り
、
農
産
物
な
ど

に
被
害
を
受
け
た
農
家
に
対
し
、
緊
急
支
援

（
利
子
補
給
）
を
行
い
ま
す
。

■
利
子
補
給
対
象
資
金
／
新
潟
県
農
林
水
産

業
振
興
資
金
、
緊
急
農
業
経
営
安
定
対
策
資

金
、
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金

■
相
談
窓
口
金
融
機
関
／
越
後
お
ぢ
や
農
業

協
同
組
合
、
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、
大
光

銀
行
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課
農
業
振
興
係

83

・
3
5
1
0

　

岡
元
貞
一
さ
ん
（
千
谷
）
は
、
永
年
に
わ

た
り
市
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
市

政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
元
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
5
月
に
地
域
住

民
か
ら
推
さ
れ
て
市
議
会
議
員
に
初
当
選
さ

れ
、
以
来
昭
和
58
年
ま
で
3
期
12
年
の
永
き

に
わ
た
り
在
職
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
在
職
中
、

通
算
8
年
間
は
社
会
土
木
委
員
会
委
員
と
し

て
道
路
や
河
川
、
橋
梁
の
整
備
、
除
雪
体
制

の
強
化
な
ど
市
民
福
祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

奄
美
地
方
大
雨
災
害
義
援
金
の
受
付

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
／
11
月
30
日
㈫
ま
で

■
受
付
方
法
／

次
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
市
役
所

（
社
会
福
祉
課
・
市
民
生
活
課
）、
総
合
体
育

館
、
市
民
会
館
、
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
、
片

貝
総
合
セ
ン
タ
ー
、
東
山
・
岩
沢
・
真
人
・

川
井
各
住
民
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
わ
ん
パ
ー
ク

※
受
領
証
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
直
接
、

社
会
福
祉
課
で
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
福
祉
係

83

・
3
5
1
7

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭き

ょ

く

じ

つ

た

ん

こ

う

し

ょ

う

日
単
光
章　

岡
元
貞
一
さ
ん
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お
ぢ
や
10
・
23
の
つ
ど
い

 

平
成
16
年
10
月
23
日
午
後
5
時
56
分

　

決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

あ
の
日
か
ら
6
年
。

　

改
め
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

無
念
と
変
わ
る
こ
と
の
な
い
ご
遺
族
の

悲
し
み
を
思
い
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

新
潟
県
中
越
大
震
災
か
ら
6
年
目
の

10
月
23
日
㈯
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

「
お
ぢ
や
10
・
23
の
つ
ど
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
「
10
・
23
」

の
文
字
が
浮
か
び
、
竹
で
作
ら
れ
た
灯

ろ
う
が
辺
り
を
や
さ
し
く
照
ら
し
て
い

ま
し
た
。

　

追
悼
の
つ
ど
い
で
は
、
地
震
が
発
生

し
た
午
後
5
時
56
分
に
合
わ
せ
、
献
花

台
に
向
か
っ
て
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
お
お
ぜ
い
の
人
に
よ
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
花
が
手
向
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
市
内
で
は
、
お
ぢ
や
復
興

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
復
興
へ
の
祈
り

を
込
め
た
「
復
興
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
小
学
生
が
描

い
た
防
災
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
な
ど
、
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
長
岡
市
に
お
い
て

県
と
小
千
谷
市
な
ど
関
係
市
に
よ
る

「
10
・
23
の
つ
ど
い
」
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

▲「追悼のつどい」で歌声を披露する混声合
唱団OSCのみなさん

▲献花台脇に明かりを灯す少女

▲「追悼ライブ」ではコール・Rのみなさん
の合唱やオカリナ、篠笛が披露されました

▲小学生が描いた防災ポスタ
ーがたくさん展示されました

▲長岡市で行われた県と関係市主催の「10・
23 のつどい」の様子

▲午後 5時 56 分、会場を訪れたおおぜいの方が献花台に向かって黙とうをさ
さげました
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●
10
月
10
日
㈰
：
総
合
体
育
館
で
健
康
福
祉

展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
健
康
や

医
療
・
福
祉
に
関
す
る
関
係
団
体
の
展
示
や

体
験
、
専
門
家
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

●
10
月
11
日
㈷
：「
小
千
谷
ト
リ
ム
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
折
小

雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
親

子
連
れ
な
ど
2
6
7
人
の
参
加
者
が
、
10
㎞

コ
ー
ス
と
15
㎞
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
歩
き
ま

し
た
。

  

「
健
康
で 

笑
顔
キ
ラ
キ
ラ 

輝
く
お
ぢ

や
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
第
29
回
お

ぢ
や
健
康
福
祉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

お
ぢ
や
健
康
福
祉
ま
つ
り

●

10
月
8
日
㈮
：
心
の
健
康
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
会
「
ゆ
っ
く
り
生
き
よ
う　

の
ん
び
り

い
こ
う　

ゆ
い
ま
〜
る
」
が
開
催
さ
れ
、「
魚

沼
圏
域
の
自
殺
の
現
状
」
報
告
と
「
う
つ
病

を
体
験
し
た
精
神
科
医
の
処し

ょ
ほ
う
せ
ん

方
箋
」
と
題
し

た
蟻あ

り
つ
か
り
ょ
う
じ

塚
亮
二
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

●
10
月
10
日
㈰
：
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
で
は

「
福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
福
祉
団
体
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

お
も
ち
ゃ
広
場
な
ど
も
あ
り
、
と
て
も
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
4
日
㈭
、東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
（
以
下
「
Ｊ

Ｒ
」）
信
濃
川
発
電
所
業
務
改
善
事
務
所
に
お
い

て
、
市
長
が
Ｊ
Ｒ
の
執
行
役
員
中
井
雅
彦
業
務
改

善
推
進
部
長
に
共
生
推
進
の
た
め
の
提
案
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
提
案
書
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
さ
ら
に
連
携
し
て
共
生
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　

な
お
、
提
案
書
は
総
務
課
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

  

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。　

○
Ｊ
Ｒ
信
濃
川
発
電
所
と
の
共
生
策
に
関
す
る

　

提
案
書
（
案
）
に
対
す
る
意
見
募
集
の
結
果

■
募
集
の
期
間
／
10
月
10
日
㈰
〜
25
日
㈪
ま
で

の
16
日
間

■
提
出
件
数
／
延
べ
32
件

■
提
案
内
容
な
ど
の
公
表
／
提
出
い
た
だ
き
ま

し
た
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
を

除
き
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
秘
書
政
策
係

82
・

3
1
0
1

○共生策の概要
1　鉄道施設の利便性の向上について　
　①上越線・飯山線の利用促進
　②山寺踏切の改良整備
2　産業・経済の振興について　
　①ＪＲ関連企業の立地及び商品開発の支援
　②市内事業所の活用
　③小千谷市の特産品等の販売促進
3　観光の振興について　
　①小千谷水力発電記念館（仮称）の整備
　②山本山の周辺環境整備
　③情報発信と観光誘客
　④各種イベント等への協力
　⑤観光物産展への市内事業者の参画支援
4　防災と環境保全について　
　①防災協定の締結
　②森づくり事業
5　教育・文化の振興について
　①小千谷水力発電記念館（仮称）の整備（再掲）
　②文化講演会等の開催
　③地域の伝統文化、文化財等の保存活動への協力
　④ふるさと学習と芸術活動の推進
6　共生の推進について　
　①対話・理解活動の推進
　②電源三法が適用される発電施設の対象拡大に向け
　　た支援

J
R
と
の
共
生
策
を
提
案
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

http://www.city.ojiya.nii
gata.jp/
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有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

ま
ち
の
話
題
 RUPO&NEW

S

ガ
ス
水
道
フ
ェ
ア　

　

10
月
9
日
㈯
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
で

ガ
ス
水
道
局
と
小
千
谷
管
工
事
協

同
組
合
に
よ
る
、
「
2
0
1
0
ガ

ス
水
道
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
約
4
0
0
人

が
訪
れ
、
会
場
に
は
、
最
新
ガ
ス

機
器
の
展
示
や
ガ
ス
温
水
床
暖
房

体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
や
大
抽
選
会
な
ど
が
あ

り
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
様
々
な

コ
ー
ナ
ー
で
笑
顔
を
見
せ
、
こ
の

フ
ェ
ア
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で

し
た
。

池ヶ原クロスカントリー大会　

　10月10日㈰、旧池ヶ原小学校周辺コースを会場
に第16回池ヶ原クロスカントリー大会が開催され
ました。
　この大会は、地域のみなさんが運営し、トラクター
が先導する大会としておなじみです。
　今年は、子どもからおとなまで、市内外から267
人が参加し、 稲刈りの終った田んぼや池ヶ原の秋の
景色を背景に一生懸命に走り、心地よい汗を流しま
した。

お
ぢ
や
環
境
フ
ェ
ア

　

10
月
9
日
㈯
、サ
ン
プ
ラ
ザ
で「
お

ぢ
や
環
境
フ
ェ
ア
2
0
1
0
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
ご
み
の
分
別
相
談
や

生
ご
み
処
理
機
の
展
示
、
環
境
ぬ
り

絵
展
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

約
3
0
0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
訪
れ

た
み
な
さ
ん
は
、
環
境
問
題
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
な
ど

が
当
た
る
「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
に

は
、
子
ど
も
連
れ
の
家
族
な
ど
多
く

の
参
加
者
が
あ
り
、
と
て
も
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

市民芸能まつり

　10月24日㈰、市民会館大ホールで第51回市民芸
能まつりが開催され、おおぜいの観客を集めました。
この催しは、市内の芸能団体が日ごろの練習の成果
を発表する場として、毎年行われています。
　この日は、28の団体・グループが出演し、唄や
踊り、ダンスなどを披露すると、会場の客席からは
大きな拍手が送られていました。

広告募集中
市報おぢや・市ホームページでは広告を募集して
います。「市報おぢや」の広告掲載料はこの大き
さ（縦45.5㎜×横82㎜）で1枠1回15,000円で
す。詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ／企画財政課広報広聴係 83-3507



小千谷小学校改築竣工式

　11月3日㈷、明治元年に開校した日本一古い公立学
校である小千谷小学校の改築竣工式が同校の東体育館
で行われました。
　竣工記念式典では、新校舎の完成を祝い、児童によ
る合唱のほか、豊

ほ う ね ん し し ま い

年獅子舞や太
だ い だ い か ぐ ら

々神楽などが披露され
ました。
　式典後には校舎見学会も行われ、参加したみなさん
は新しい教室などを興味深く見て回りました。

13　―　市報おぢや11月号

まちの話題 RUPO&NEWS

農
林
ま
つ
り

　

10
月
24
日
㈰
、
J
A
越
後
お
ぢ
や
車

両
農
機
セ
ン
タ
ー
広
場
で
「
2
0
1
0

小
千
谷
市
農
林
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま
し

た
。
特
に
み
か
ん
や
り
ん
ご
の
つ
め
放

題
コ
ー
ナ
ー
は
大
人
気
で
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
の
シ
ョ
ー
や
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど

多
彩
な
催
し
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
錦
鯉
の
品
評
会
も
同
時
に
開

催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
祭

　

10
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
、
東
小
千
谷
体
育
セ
ン
タ
ー
前
で
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
お
祭
り
「
ホ
ッ
ト

プ
ラ
ザ
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

23
日
㈯
の
夜
は
前
夜
祭
と
し
て
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
会
場
を
訪

れ
、
秋
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
で
の
幻
想
的
な
灯
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

24
日
㈰
に
は
、
約
70
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
や
射
的
な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
う
ど
ん
や
わ

た
あ
め
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
と
ん
汁

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
時
間
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

第50回新潟県錦鯉品評会　

　10月30日㈯・31日㈰、総合体育
館コミュニティプラザで第50回新
潟県錦鯉品評会が開催されました。
　今回は市内外の生産者から863尾
の出品がありました。会場には家族
連れや外国からの観客も多く見かけ
られました。
　訪れたみなさんは色鮮やかな錦鯉
が泳ぐ水槽をのぞき込みながら、目
を楽しませている様子でした。
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外
国
人
の
た
め
の
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

　

県
弁
護
士
会
で
は
、
外
国
人
の
在
留
資
格
、

離
婚
、
労
働
、
損
害
賠
償
な
ど
の
困
り
ご
と
に

つ
い
て
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
予
約

は
不
要
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
相
談
方
法
な
ど
／

●
電
話
相
談

0
5
7
0
・
0
4
5
5
3
3

●
面
接
相
談
会
場
：
新
潟
県
弁
護
士
会
館
（
新

　

潟
市
中
央
区
学
校
町
通
1
‐
1
新
潟
地
方
裁

　

判
所
構
内
）

■
通
訳
可
能
な
言
語
／
英
語
、
中
国
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
ロ
シ

ア
語
、
タ
イ
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
・

パ
ン
ジ
ャ
ブ
語
、
パ
キ
ス
タ
ン
語

■
問
い
合
わ
せ
／
県
弁
護
士
会

0
2
5
・

2
2
2
・
5
5
3
3

高
齢
者
と
障
が
い
者
の
無
料
法
律
相
談

　

県
弁
護
士
会
で
は
、
高
齢
者
と
障
が
い
者
の

困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
直
接
相
談
を

お
受
け
す
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
電
話
相
談
と
面
接
相
談
が
あ
り
ま
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
4
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
相
談
方
法
な
ど
／

●
電
話
相
談

0
5
7
0
・
0
4
5
5
3
3

●
面
接
相
談
会
場
（
要
予
約
）：
新
潟
県
弁
護

　

士
会
館
（
新
潟
市
中
央
区
学
校
町
通
1
‐
1

　

新
潟
地
方
裁
判
所
構
内
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
県
弁
護
士
会

0
2
5
・
2
2
2
・
5
5
3
3

■
対
象
者
／
雪
お
ろ
し
を
希
望
す
る
個
人

※
申
込
は
、
町
内
会
長
、
民
生
委
員
や
隣
人
な
ど
代
理
の
方
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

※
申
込
が
多
数
あ
る
場
合
、
作
業
の
順
番
が
く
る
ま
で
時
間
を
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
親
戚
、
知
人
な
ど
の
協
力
を
得
ら
れ
る
方
の
ご
利
用
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

■
対
象
家
屋
／
市
内
に
あ
る
個
人
所
有
の
住
宅
な
ど
（
事
業
所
や
店
舗

な
ど
法
人
所
有
の
建
物
は
除
き
ま
す
）

※
屋
根
に
滑
り
止
め
が
無
い
な
ど
、状
況
が
危
険
な
住
宅
に
つ
い
て
は
、

事
故
防
止
の
た
め
、
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
方
法
／

①
通
年
希
望
者
（
冬
期
間
を
通
し
て
雪
お
ろ
し
を
希
望
す
る
方
）

▽
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
12
月
10
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
建
設
課
、
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー
、
東
山
・

岩
沢
・
真
人
・
川
井
各
住
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

②
随
時
希
望
者
（
1
回
ご
と
の
雪
お
ろ
し
を
依
頼
し
た
い
方
）

▽
希
望
す
る
際
に
、
建
設
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
作
業
ま
で
の
確
認
事
項
な
ど
／

①
通
年
希
望
者

担
当
す
る
雪
お
ろ
し
作
業
者
が
事
前
に
伺
い
ま
す
。
日
程
や
作
業
代
金

な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
随
時
希
望
者

建
設
課
で
雪
お
ろ
し
作
業
を
行
う
方
を
紹
介
し
ま
す
。
原
則
と
し
て
各

自
で
選
ん
で
依
頼
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
が
代
理
で
依
頼
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
申
込
の
際
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
作
業
代
金
／

①
作
業
代
金
は
全
額
希
望
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

②
金
額
と
支
払
方
法
は
希
望
者
と
雪
お
ろ
し
作
業
を
行
う
方
で
話
し

合
っ
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
制
度
で
は
、
一
定
の
作
業
代
金
は
定
め
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
豪

雪
時
な
ど
で
も
、
作
業
代
金
が
高
騰
し
な
い
よ
う
上
限
金
額
を
定
め
て

い
ま
す
。
作
業
を
行
う
方
1
人
1
時
間
あ
た
り
2
千
円
、
1
人
1
日
あ

た
り
1
万
6
千
円
で
す
。

※
な
お
、
保
健
福
祉
課
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
う
低
所
得
者
除
雪
援

助
事
業
の
対
象
と
な
る
方
は
、申
込
時
に
そ
の
旨
を
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
管
理
克
雪
係

83
・
3
5
1
4

S
O
S
雪
お
ろ
し　

あ
な
た
の
雪
お
ろ
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
雪
お
ろ
し
を
支
援
す
る
た
め
「
雪
お
ろ
し
支
援
活
動
（
Ｓ
Ｏ
Ｓ
雪
お
ろ
し
）」
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
た
と
え
豪
雪
の
時
で
も
常
時
ス
ム
ー
ズ
に
雪
お
ろ
し
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
と
市
が
協
力
し
て
雪
お
ろ
し
を

行
う
方
を
募
り
、
雪
お
ろ
し
で
お
困
り
の
方
に
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。



●
障
が
い
者
世
帯

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
1
〜
4
級
、
療
育
手
帳
の
Ａ
、
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
1
〜
3
級
を
お
持
ち
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
て

い
る
世
帯

●
そ
の
他
の
世
帯

　

右
記
世
帯
に
準
ず
る
世
帯

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
（
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
内
）

83
・
2
3
4
0
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除雪援助

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

多
数
の
消
費
者
金
融
か
ら
借
り
た
が
返
済
で

き
な
い
、
月
々
の
返
済
額
が
多
す
ぎ
て
生
活
が

で
き
な
い
な
ど
、
多
額
の
借
金
を
抱
え
お
悩
み

の
方
を
対
象
に
弁
護
士
、
司
法
書
士
に
よ
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
解
決
に
向
け
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
、
ま
ず
は
相
談
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
1
人
1
時
間
程

度
で
す
。相
談
者
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
会
場
／
市
役
所
2
階
第
1
相
談
室
ほ
か

■
定
員
／
10
人
（
要
予
約
）

■
申
込
締
切
／
12
月
3
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
生
活
安

全
係

83
・
3
5
0
9

個
別
労
働
関
係
紛
争
あ
っ
せ
ん
制
度

　

労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
員
が
、
労
働
者
個

人
と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め
の
手

助
け
と
し
て
、
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
／
県
内
で
働
く
労
働
者
・
県
内
に
所
在

す
る
事
業
主
（
公
務
員
な
ど
を
除
く
）

■
内
容
／
労
働
条
件
、
解
雇
、
退
職
金
な
ど
の

労
働
全
般
に
関
す
る
事
柄
で
、
当
事
者
間
で
話

し
合
い
が
つ
か
な
い
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
。（
採

用
に
関
す
る
問
題
、
裁
判
所
な
ど
の
他
機
関
で

の
制
度
が
進
行
中
の
も
の
な
ど
を
除
く
）

■
相
談
窓
口
／
長
岡
労
働
相
談
所

37
・
6
1

1
0

■
問
い
合
わ
せ
／
県
労
働
委
員
会
事
務
局
総
務

課

0
2
5
・
2
8
0
・
5
5
4
4
ま
た
は

0
2
5
・
2
8
0
・
5
5
4
6

高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の
除
雪
援
助

自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
や
母
子
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
な
ど
に
つ
い
て
除
雪
代
金
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
除
雪
／
現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
雪
お
ろ
し
や
落
雪
式
屋
根
か
ら
落
下
し
た
雪
の
処
理

■
助
成
す
る
限
度
額
／
１
世
帯
に
つ
き
冬
期
間
2
万
8
千
円
（
た
だ
し
山
間
地
は
4
万
3
千
円
）

■
個
人
負
担
／
助
成
す
る
限
度
額
を
超
え
た
作
業
代
金

■
手
続
き
／
希
望
す
る
世
帯
は
、
所
定
の
申
請
書
を
民
生
委
員
を
通
じ
て
保
健
福
祉
課
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

受
付
後
に
審
査
を
行
い
、
対
象
世
帯
の
決
定
、
登
録
を
し
ま
す
。

●
い
ず
れ
の
事
業
と
も
、
対
象
世
帯
に
は
助
成
金
相
当
の
サ
ー
ビ

ス
券
を
配
布
し
ま
す
。
除
雪
作
業
員
へ
支
払
い
の
際
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
超
過
分
を
自
己

負
担
の
う
え
、
作
業
員
に
直
接
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
い
ず
れ
の
事
業
と
も
、
次
に
該
当
す
る
世
帯
な
ど
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

▽
健
康
で
自
力
に
よ
る
除
雪
が
可
能
な
世
帯

▽
前
年
度
市
民
税
課
税
世
帯

▽
親
族
か
ら
労
力
に
よ
る
援
助
、
ま
た
は
経
済
的
な
援
助
が
受
け

　

ら
れ
る
世
帯

▽
生
活
保
護
世
帯

▽
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
住
宅

高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の
除
雪
援
助
事
業

■
対
象
と
な
る
世
帯

●
高
齢
者
世
帯

　

▽
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

　
　

た
だ
し
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
介
護
保
険
の
要
支
援
１

　

以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
を
含
み
ま
す
。

　

▽
60
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
3
か
月
以
上

　
　

寝
た
き
り
の
状
態
が
続
い
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

●
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
世
帯

 
65
歳
以
上
の
方
と
次
の
い
ず
れ
か
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
1
〜
4
級
を
お
持
ち
の
方

　

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
1
〜
3
級
を
お
持
ち
の
方

　

▽
療
育
手
帳
の
Ａ
を
お
持
ち
の
方

●
高
齢
者
と
児
童
の
世
帯

 
65
歳
以
上
の
方
と
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

83
・
4
0
6
0

母
子
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
な
ど
へ
の
除
雪
援
助
事
業

■
対
象
と
な
る
世
帯

●
母
子
世
帯

　

配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
み
で
構
成
さ
れ

て
い
る
世
帯



古紙回収にご協力ください
　「燃やすごみ」の中に大量に含まれる「紙」は、よく見れば古紙として出せるものが多くあります。きちん
と分けて古紙に出すことができれば、ごみの減量になります。みなさんのご協力をお願いします。

■古紙として出せるもの
新聞紙の束 ダンボールの束 雑誌・チラシ類の束 出し方など

・左の区分の束（新聞紙、ダンボール、
　雑誌・チラシ類）で回収します。
・紐でしばって出してください。
・ダンボールは、ガムテープでまとめ
　てもかまいません。
・ダンボールの金具は外してください。
・雨天でも回収します。

●雑誌・チラシとして出せるもの（例）

取出口のフィルム
は容器包装プラス
チックごみへ

金具がついている
場合は、外してく
ださい。

紐がビニール製の
場合は、紐を切り
取って出してくだ
さい。

ティッシュボックス カレンダー 紙袋

乾かしてから出し
てください。
できるだけ紙パッ
クだけで束にして
出してください。

割り箸は「燃やす
ごみ」へだしてく
ださい。

食べ物が付着して
いる場合は「燃や
すごみ」へ出して
ください。

紙パック 割り箸の包装 菓子箱

※内側にアルミを使用している紙パックなどは、「燃やすごみ」へ出してください。

■古紙として出せないもの（例）

紙製の食品容器
（防水加工紙）

臭いの付いた紙
（洗剤や線香など）

レシートなどの
感熱紙

金銀などの金属が
箔押しされた紙 写真 宅急便などの

複写伝票

※このほかにも、汚れが付着している紙（鼻をかんだティッシュなど）、圧着はがき（親展はがき）、シール（シー
　ルの台紙含む）などは古紙になりません。「燃やすごみ」として出してください。

■古紙Q＆A
Q　新聞紙と広告を一緒に出してもいいですか？
A　新聞紙は新聞紙だけでまとめてください。広告は雑誌・チラシに含めて出してください。
Q　洗剤や石鹸、線香などの箱はなぜ収集しないのですか？
A　古紙として再生はできますが、再生した製品に臭いが付着する恐れがあるため、収集はしないこととして
　います。
Q　紙皿や紙コップなどの防水加工された紙はなぜ収集しないのですか？
A　紙は、水にぬらした植物繊維を重ねて乾かすとそのままくっつき、それをまた水にぬらすと離れて元に戻
　るという植物繊維の性質を利用して作られます。このことから、古紙を再生するには、水に溶かして繊維の
　状態にする必要があり、水に溶けにくい防水加工紙は機械の故障や再生品の品質低下などさまざまな支障が
　あるため、古紙としては収集しないこととしています。

■問い合わせ／市民生活課環境衛生係・廃棄物施設係 83-3509

ごみの減量・古紙回収
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平成 23年 4月 1日からごみ処理の有料化が始まります。ご理解とご協力をお願いします。



　

○
写
真
1
枚
（
縦
4
・
5
㎝
、
横
3
・
5
㎝
。
無
帽
、
無
背
景

　

で
、
6
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）
※
写
真
付
き
タ
イ
プ
を

　

ご
希
望
の
場
合
の
み
必
要
で
す
。
市
役
所
で
は
写
真
撮
影
は
し

　

て
い
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他
／

　

○
顔
写
真
入
り
の
公
的
な
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ

　

ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
を
お
持
ち
の
方
は
即
日
交
付
で
き
ま
す
が
、

　

そ
の
他
の
方
は
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

　

○
や
む
を
得
ず
申
請
を
代
理
の
方
に
お
願
い
す
る
場
合
は
、
あ

　

ら
か
じ
め
申
請
方
法
を
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

○
交
付
手
数
料
無
料
期
間
の
終
了
が
近
づ
き
ま
す
と
申
請
窓
口

　

が
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お

　

早
め
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
市
民
係

83
・
3
5
0
9

《
I
C
カ
ー
ド
と
は
》

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
大
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
カ
ー
ド
に
、
極
め

て
薄
い
半
導
体
集
積
回
路
（
I
C
チ
ッ
プ
）
を
埋
め
込
み
、
情
報

を
記
録
で
き
る
よ
う
に
し
た
カ
ー
ド
で
す
。
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検診・お知らせ

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　 83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日においでください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に開
　催の場合：正午～

健診名健診名 対象対象 期日期日 受付時間受付時間 持ち物持ち物 その他その他
4か月児
健康診査

平成22年
7月生まれ

12月  2日㈭ 13：00～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時実施

10か月児
健康診査

平成22年
1月生まれ

12月  1日㈬ 13：00～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時実施

1歳6か月児
健康診査

平成21年
5月生まれ

12月15日㈬ 13：00～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いて来てください。

2歳児
歯科検診

平成20年
11月生まれ

12月17日㈮   9：00～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導がありま
す。歯をみがいて来てください。

3歳児
健康診査

平成19年
11月生まれ

12月16日㈭ 13：00～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いて来てください。

1212月月
乳幼児の健康診査日程

うぶごえ教室

　出産や育児のための教室です。
ご夫婦一緒の参加も大歓迎です。
参加は無料です。　
■日時／ 12月12日㈰午前9時10
　分～（午前9時～受付）
■会場／健康センター
■対象／妊婦、1歳未満の子ども
　の母親や父親など（妊婦体験
　ジャケットもあります）
■持ち物／母子健康手帳、エプロ
　ン、三角布、お子さんの離乳食 
　おんぶひも
■申込締切／ 12月8日㈬　
■申込・問い合わせ／健康セン
　ター保健係 83-3640

住
基
カ
ー
ド
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
「
住
基
カ
ー
ド
」）

を
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
無
料
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
と
は
、
希
望
す
る
方
に
市
町
村
が
交
付
し
て
い
る

I
C
カ
ー
ド
で
す
。「
写
真
付
き
タ
イ
プ
」と「
写
真
無
し
タ
イ
プ
」

の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

■
住
基
カ
ー
ド
の
特
徴
／

　

○
写
真
付
き
タ
イ
プ
の
住
基
カ
ー
ド
は
公
的
な
本
人
確
認
書
類

　

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。「
運
転
免
許
証
を
返
納
し
て
し
ま
っ

　

た
」「
健
康
保
険
証
し
か
持
っ
て
い
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
い

　

ろ
い
ろ
な
窓
口
で
お
困
り
の
方
に
は
と
て
も
便
利
な
カ
ー
ド
で

　

す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
の
契
約
や
金
融
機
関
窓
口
で
の
10
万
円

　

を
超
え
る
振
込
な
ど
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
を
求
め
ら
れ
た

　

際
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

○
電
子
証
明
書
（
公
的
個
人
認
証
）
を
付
け
加
え
れ
ば
、
自
宅

　

に
居
な
が
ら
の
電
子
申
請
（
e
‐
T
a
x
に
よ
る
確
定
申
告
な

　

ど
）
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
電
子
証
明
書
は
別

　

途
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
手
数
料
5
0
0
円
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の
／

　

○
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
運
転
免
許
証
、

　

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

　

○
印
鑑
（
申
請
書
に
本
人
が
署
名
で
き
る
場
合
は
不
要
で
す
）

、
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イベント・お知らせ

第29回市民音楽祭
　アマチュア音楽バンド・グループが日ごろの練習
の成果を発揮する音楽祭を開催します。
■日時／ 11月20日㈯開演午後6時、21日㈰開演午
　後1時
■会場／市民会館大ホール
■入場無料
■出演団体／▽20日：小国コーラス（コーラス）、
　ふうりん  with  nico（フォーク）、ベル・エンジェ
　ル（ハンドベル）、コール・R（コーラス）、混声
　合唱団OSC（コーラス）、田村陽一と仲間たち
　（フォーク）、山本山☆ラテンファンクド☆オルケ
　スタ（ラテンジャズ）、GIANT・STEPS（ジャズ）
　▽21日：ユーキ（フォーク）、朱画（フォーク）、
　びーだま（フォーク）、R・S・T・B（ポップス）、
　芸達者（フュージョン）、リトルマウス（ロック）、
　CHIHIRO（フォーク）、上杉基尋（フォーク）、NI
　LE（ロック）、TOSHIMI'C BLUES BAND（ロ
　ック）、TTKYM(ロック）、20000VOLT（ロック）、
　ステイミナル（ロック）
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課公民館係（市民
　会館内） 82-9111

市民文芸のつどい
　市民文芸のつどいを開催します。気軽にお越しく
ださい。
■開催日／ 11月20日㈯

○短歌大会

■時間／午後0時30分～ 2時15分 
■会場／市民会館3階中会議室

○俳句大会

■時間／午前10時～午後2時15分
■会場／市民会館3階中会議室

○記念講演会

■時間／午後2時30分～ 3時30分
■会場／市民会館4階大会議室
■講師／横山哲夫さん
■演題／よく生き、よく死ぬ。人生を楽しむために
　～小千谷の昔の話～
■その他／講演会終了後、交流懇親会を開催します。
　参加を希望される方は、11月16日㈫までに総合
　体育館へ申し込みください。
■申込・問い合わせ／生涯学習スポーツ課生涯学習
　係（総合体育館内） 83-0077

富久寿大学クラブ作品展・発表会
　公民館の高齢者学級「富久寿大学」学級生が日ご
ろの学習の成果を披露します。どなたでもご覧いた
だけますので、ぜひお越しください。
■日時／ 11月16日㈫
○クラブ作品展：午前9時～午後3時
　（書道、手芸、水墨画、文芸、陶芸、盆栽園芸）
○クラブ発表会：午後1時～ 3時
　(詩吟、民謡、民踊、ハーモニカ、社交ダンス)
■会場／市民会館
■入場無料
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課公民館係（市　
　民会館内） 82-9111

ジャズコンサート・イン・おぢや　2010
　日本のジャズ界を代表するアーティストによるコ
ンサートを開催します。
■日時／11月27日㈯午後6時30分～（開場：午後
　6時）
■会場／サンプラザ3階大ホール
■出演／山本剛（ピアノ）、村上寛（ドラム）、香川
　裕史（ベース）、上田裕香（ボーカル）
■入場料／前売3,500円、当日4,000円
■主催／ジャズコンサート・イン・おぢや実行委員会
■共催／教育委員会
■チケット窓口・問い合わせ／▽横民（事務局）
　82-3860▽総合体育館 83-0077▽市民会館
　82-9111▽サンプラザ 83-4800▽小千谷新聞
　社 82-2378

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？　
　
　

父
子
家
庭
の
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
支
給
対

象
が
父
子
家
庭
ま
で
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の

安
定
と
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
方
は
、
社
会

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
給
申
請
期
限
／
新
規
受
給
申
請
さ
れ
る
方

は
11
月
30
日
㈫
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
き
ま
す
）

※
7
月
31
日
現
在
で
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い

る
方
で
あ
れ
ば
、
11
月
30
日
㈫
ま
で
に
申
請
さ

れ
た
場
合
、
8
月
分
に
さ
か
の
ぼ
り
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
申
請
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
申
請

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
子
育
て

支
援
係

83
・
3
5
1
7

乙お
と
た
け
ひ
ろ
た
だ

武
洋
匡
講
演
会

　

作
家
で
教
師
で
も
あ
る
乙
武
洋
匡
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
23
日
㈷
午
後
1
時
30
分
開
演

■
会
場
／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
講
師
／
乙
武
洋
匡
さ
ん

■
演
題
／
今
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
〜
子
ど
も
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
つ
〜

■
定
員
／
先
着
4
5
0
人
（
入
場
無
料
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
青
年
会
議
所

81
･
1
3
0
0



まちのうごき・募集

■まちのうごき（10月31日現在）

人口と世帯数　※（　）内は前月比
気象データ10月 消防本部出動状況 交通事故発生状況

22年10月 過去10年の平均
22年10月
まで

21年10月
まで

22年10月
まで

21年10月
まで

男 19,403人(＋  2) 出生 25人 平均気温 15.8℃ 15.4℃ 火災 15件 24件 件数 109件 112件
女 19,930人(－10) 死亡 35人 最高気温 27.1℃ 27.0℃ 救急 1,137件 1,079件 死者 4人 3人
合計 39,333人(－  8) 転入 56人 最低気温 3.4℃ 5.2℃ 傷者 135人 139人

世帯数 12,635世帯(＋12) 転出 54人 降水量月計 138.0㎜ 151.4㎜ ◀気象データは、 小千谷市消防本部速報値（観測地：元中子）
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手
づ
く
り
味
噌
体
験

　

手
作
り
味
噌
体
験
を
開
催
し
ま
す
。
お
い
し

い
味
噌
を
自
分
で
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
12
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜

■
会
場
／
田
舎
っ
ぺ
（
真
人
温
泉
隣
接
）

■
参
加
費
／
1
0
0
0
0
円
（
昼
食
・
真
人

温
泉
入
浴
券
付
）※
味
噌
桶
実
費
が
別
途
必
要
。

■
定
員
／
15
人

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
12
月
1
日
㈬
ま
で
に

ま
っ
と
活
性
化
委
員
会
（
真
人
住
民
セ
ン
タ
ー

内
）

86
・
3
0
0
2
へ

第
6
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
中
心
と
し
た
競
技
や
演

技
発
表
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
で

き
る
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
な
人
、
集
ま
れ
！

■
日
時
／
11
月
23
日
㈷
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

■
会
場
／
総
合
体
育
館

■
内
容
／
競
技
（
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ジ

ビ
ー
、
大
縄
跳
び
）、
演
技
発
表
（
空
手
道
・

少
林
寺
拳
法
）、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

■
問
い
合
わ
せ
／
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体

育
館
内
）

83
･
0
0
7
7

○
お
せ
ち
料
理
教
室

　

今
年
は
、
お
せ
ち
料
理
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
日
時
／
12
月
1
日
㈬
・
15
日
㈬

（
計
2
回
）
午
後
6
時
30
分
〜
9

時
30
分

■
会
場
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
1

階
料
理
講
習
室

■
講
師
／
川
井
厚
子
さ
ん

■
定
員
／
15
人

■
受
講
料
／
1
0
0
0
円
（
材
料

費
含
・
2
回
分
）

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰

り
用
タ
ッ
パ
ー
な
ど

○
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
講
座

　

お
う
ち
で
で
き
る
、
お
い
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
作
り
方
！

■
日
時
／
12
月
8
日
㈬
午
後
6
時

30
分
〜
9
時
30
分

■
会
場
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
1

階
料
理
講
習
室

■
講
師
／
高
橋
和
子
さ
ん

■
定
員
／
10
人

■
受
講
料
／
1
0
0
0
円
（
材
料

費
含
）

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰

り
用
タ
ッ
パ
ー
な
ど

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座
受
講
生
募
集

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
講
料
・
材
料
費
の
ほ
か
に
、
ホ
ー
ム
利

用
登
録
料
1
0
0
0
円
が
必
要
（
今
年
度
登
録
済
み
の
方
は
不
要
）
で
す
。
定
員
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
9
時

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

82
・
8
5
1
0

○
初
心
者
い
け
ば
な
教
室
（
後
期
）

　

は
じ
め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
！

い
け
ば
な
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
／
12
月
14
日
〜
3
月
8
日

（
隔
週
火
曜
日
、
計
7
回
※
12
月

27
日
の
み
月
曜
日
）
午
後
6
時
〜

7
時
30
分

■
会
場
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
2

階
講
習
室

■
講
師
／
小
田
嶋
房
子
さ
ん（
池
坊
）

■
定
員
／
15
人

■
受
講
料
／
9
0
0
0
円
（
花
代

含
・
7
回
分
）

■
持
ち
物
／
花
ば
さ
み

人財確保雇用対策セミナー

　若手人材の市内へのUターン就
職を推進するため人材の採用や育
成をテーマに、県内企業の採用活
動を支援する「㈱広報しえん／に
いがた就職応援団」と協力し、企
業経営者や人事担当などの方を対
象にセミナーを開催します。
■日時／11月24日㈬午後1時30
　分～4時
■会場／サンプラザ3階大ホール
■内容／
○第1部：講演「今だからできる
　大卒者採用～最近の雇用情勢と、
　新卒者応援プロジェクトについ
　て～」㈱広報しえん
○第2部：講演「習慣を変える、
　自分を変える」オークス㈱
■対象者／市内企業経営者、人事
　担当者など
■参加無料
■申込・問い合わせ／商工観光課
　商工振興係 83-3512 kank
　o@city.ojiy
　a.n i igata.
　jp

電
話
番
号
の
訂
正

　

10
月
25
日
号
11
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
実
施
医
療
機
関
の
中
で
、藤
巻
医
院（
本

村
）
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は

86
・
3
0
0
6
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。



問　題　第30回小千谷市展で、作品
が一番多く出展されたのは次のうちど
の部門だったでしょう。
①日本画　②洋画・版画　③写真
（ヒントは8ページ）
■応募先
〒947-8501小千谷市役所企画財政課
広報広聴係あて（住所不要）
■締切　
11月25日㈭（当日消印有効）
10月号の答えは、②「リサイクル」
でした。抽選の結果、次の方が当選し
ました。
小船井正子さん　高橋輝美さん
吉井彩乃さん

な
素
晴
ら
し
い
企
業
が
あ
る

こ
と
を
再
認
識
で
す
。　

こ

●
表
紙
の
「
お
や
こ
食
育
教

室
」
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

中
に
は
小
学
2
年
生
も
参
加

し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

集
中
力
と
包
丁
さ
ば
き
に
驚

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ラ
ハ

ラ
し
な
が
ら
も
下
手
に
手
を

出
さ
ず
、
近
く
で
し
っ
か
り

見
守
っ
て
い
た
お
母
さ
ん
も

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、

集
中
し
て
作
業
し
て
い
る
時

に
近
く
で
写
真
を
撮
ら
れ
て

や
り
に
く
い
だ
ろ
う
な
…
と

思
い
な
が
ら
撮
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　

い

●
先
日
、
小
学
生
の
企
業
見

学
会
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
大
き
な
工
場
内
を

小
学
生
と
と
も
に
見
て
ま
わ

り
ま
し
た
が
、
案
内
し
て
い

た
だ
い
た
部
長
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た「
社
会
貢
献
」

と
い
う
目
的
に
向
か
っ
て
、

社
員
一
丸
と
な
っ
て
働
い
て

い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

圧
巻
は
、
こ
の
会
社
の
製

品
が
全
世
界
の
電
動
工
具
の

中
か
ら
選
ば
れ
、
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

ー
号
」
に
搭
載
さ
れ
、
宇
宙

で
、
故
障
し
た
観
測
衛
星

「
ソ
ー
ラ
ー
マ
ッ
ク
ス
」
の

修
理
に
活
躍
し
た
こ
と
で
し

た
。
郷
土
小
千
谷
に
は
こ
ん

●
歳
月
が
過
ぎ
る
の
は
早
い

も
の
で
、
新
潟
県
中
越
大
震

災
か
ら
6
年
を
迎
え
ま
し
た
。

先
月
、
震
災
で
尊
い
命
を
亡

く
さ
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、

復
興
を
祈
念
す
る
「
お
ぢ
や

10
・
23
の
つ
ど
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
6
年
前
と
同

じ
星
空
の
下
、
多
く
の
み
な

さ
ん
が
集
ま
り
、
黙
と
う
や

献
花
を
し
て
、
篠し

の
ぶ
え笛

、
オ
カ

リ
ナ
の
演
奏
な
ど
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
日
を

記
憶
に
留
め
て
お
く
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と

と
も
に
、
会
場
に
灯
さ
れ
た

柔
ら
か
な
明
か
り
に
、
何
と

な
く
い
や
し
を
感
じ
た
一
夜

で
し
た
。　
　
　
　
　
　

み

　やっと秋の色に変わりはじめた山新田からの真人沢を下ると、JR信濃
川発電所への水路橋の下をくぐります。谷底までの高い橋脚を持つこの橋
は、坂の曲がりなどで変わった景色を楽しませてくれます。
　そんにしてもこないさまでのごうぎなアッチャさはどこへ行ったやら、
今日はサブくて秋とばして、まっで冬だんがの、もしこの景色見に行きてぇ
ショがいなすったら一枚厚着して行ってくんなさい。

（絵と文は西脇正久さん）

この広報紙は再生紙を使用しています 大豆インクを使用しています●本紙掲載の広告については小千谷市が保障・推奨などするものではありません。
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小千谷を描く
No. ４０３
水路橋のある風景
（真人山新田）

編
集
後
記

ちぢみの里の利用券が当たる

解答をはがきでお送りください。正解者の中から、
抽選で3人にちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当はうれしいのですが…


